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デジタルを活用した新規事業の
創出・自走化支援
従業員による自律的・持続的な新規事業構想の実現

世界中の企業がデジタルトランスフォーメーション（DX）を推進し、｢デジタルディスラ
プション（デジタルによる既存産業の破壊）｣が起こるなか、日本でも近年、抜本的なデジ
タル改革を推進し、デジタルを活用した新規事業創出に取り組んでいる企業が多くみられ
ます。しかし、従業員のITリテラシー不足を一因とし、デジタルの能力を十分に活かしき
れていないのが現状です。
KPMGは“デジタルを活用した新規事業”の創出方法論を提唱し、従業員が自律的・持続的
にデジタルを起点とした新規事業の構想・設計ができるよう、仕組みの構築から自走化ま
でを幅広く支援します。

“デジタルを活用した新規事業の創出・自走化支援”とは

KPMGが提唱する“デジタルを活用した新規事業”の創出方法論とは、デジタル
に軸足を置き、異業種の他社DX事例を活用することで、スピーディなマー
ケットインを実現するための新規事業創出手法です。これにより、従業員が
自律的・持続的に新規事業のアイデアを提案できるよう、組織内の仕組みを
構築・定着させます。

競争優位性
• 企業の｢競争優位性｣から、
新規事業の意義と勝ち筋を明確化

自律性
• 従業員が再現性を持って、
自律的・持続的に新規事業を創出
するための仕組みを構築・定着

外部環境変化
• テクノロジー変化、世の中の潮流、
顧客趣向変化、規制環境変化を勘案

• 新規事業がマーケットに受け入れら
れるために考慮すべきことを明確化

デジタル
• 新規事業創出のキードライバー
となる｢デジタル｣を起点とし、
デジタルを技術的な側面だけで
なく、具体的な｢活用事例｣を新
規事業創出の手法に組み込むこ
とで、従業員にデジタル活用イ
メージを強く想起させ、迅速な
マーケットインを推進

外部環境変化

競争優位性

デジタル

新規事業

自律性

デジタル
活用事例
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KPMGによる新規事業創出支援

デジタルを活用した新規事業の創出に向けたアイディエーション手法

新規事業創出の成否は、アイディエーションが大きな鍵
を握っています。KPMGが提唱するデジタルを活用した
新規事業の創出は、｢知らないことを知る（異業種を含め

たDX事例を基に抽出したDXエッセンス）｣と、｢企業の
想いを込める（企業の強み・優位性）｣を掛け合わせたハ
イブリッド型のアイディエーション手法が特長です。

KPMGは、｢異業種を含めた事例を基に抽出したDXエッ
センス｣と｢企業の強み・優位性｣を掛け合わせ、デジタ
ルを活用した新規事業の創出を支援します。たとえば、

小売業の企業に対しては、｢Local5GやIoTを活用したス
マート倉庫の導入｣や｢センサー技術を活用した品質・販
売管理の最適化｣などの新規事業案の創出が可能です。

*KJ法：文化人類学者の川喜田二郎氏（東京工業大学名誉教授）が考案した発想法。考案者のイニシャルを取ってKJ法と呼ばれている。

小売業におけるKPMGの新規事業創出支援イメージ

他社DX事例の収集 企業の強みの洗出し

・・・

画像認識技術やセン
サー技術を活用して、
買い物カゴ内の商品を
自動認識する

Local5Gを用いて、
リアルタイムに工事進
捗や機器状況を把握

IoTとセンサー技術を
使用して、飛行中の機
器を監視し、整備や修
理の必要性を判断する

小売業 A社

建設業 B社

航空業 C社

5Gによる遠隔地からの
大容量情報の共有・
オペレーション

IoTを用いて、機体の
走行距離、稼働時間、
燃料残量・燃費効率、
内部の部品の状態な
どを、リアルタイム
にダッシュボード形
式で可視化

センサーやカメラ
（画像・映像）からの
情報によるリアルタ
イムな商品管理
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多様なバックグラウ
ンドを持つグローバ
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高品質な製品の提供／
効率的な物流と在庫
管理

安定した資金調達力

顧客や市場の情報を
正 確 か つ 迅 速 に 収
集・分析できる情報
システム

大 規 模 な 物 流 セン
ター、高性能な輸送
機器、強力なブラン
ドイメージ

商品の陳列棚に設置された
IoTセンサーが、温度、販売
／在庫状況などをリアルタ
イムに監視し、在庫管理や
商品補充を効率化する

倉庫内のシステムなどを制
御し、リアルタイムに在庫
状況や配送状況を把握し、
最適な物流プロセスを実現
する

Local5GやIoTを活用した
スマート倉庫の導入

センサー技術を活用した
品質／販売管理の最適化

DXエッセンスの抽出 デジタルを活用した
新規事業の創出

・・・

・・・

・・・

既存のアイディ
エーション

現在利用可能な
ツール群を

用いたアイディ
エーション

アイディエーション
手法 方法 課題

“デジタルを活用した新規事業の創出”
アイディエーション

アプローチ手法

市場・他社DXの情報を収集し、抽象化
してDXエッセンスを抽出。企業の強
み・優位性に鑑みてデジタルを活用した
新規事業アイデアを想起することが可能

方法

 具体・抽象・具体を繰り返すこと
で、事例のエッセンスを50～100
程度インプットし、内発的に事業
を創出することが可能

 同業に囚われず、異業種のデジタ
ル活用事例を参考にした新しいア
イデアの提案が可能

 従業員主体でデジタルを活用した
新規事業創出のアイデアを想起・
設計が可能

強み

ブレインストーミングなど
で出したアイデアをグルー
ピング、ラベリング、図
解化、文章化することで
効率的な整理が可能

対話型AI（ChatGPT等）
を活用し、人間では思い
浮かばないような切り口
やヒントを大量に抽出す
ることが可能

既存のアイデア以上のものが
出にくい（知らないことは思
いつけない）

議論の自由度が高いためアイ
デアの整理が難しく、時間も
かかる

参加者の立場や経験の差に
よってアイデアが偏る可能性
がある

アイデアに思い入れ、責任所
在、実現性担保もなく、自社
の強みや優位性、社内事情な
どから切り離されたものにな
りがちである

実行環境準備のハードルが高
い（データ成形、導入コスト
など）

なぜそのアイデアが導かれた
のか、自社の意思を反映する
ことに多くの工夫が必要

②企業の
強み・
優位性

①他社DX事例・
市場ニーズ／

課題

③デジタルを
活用した新規
事業アイデア

創出・絞込

具体 抽象 洗出し 具体 評価・絞込

A案 B案

D案C案

E案

売り方 ニーズ

コスト
・
・
・

KJ法*

AI等によるアイデア生成
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日本企業における新規事業創出の課題と解決の方向性

新規事業創出において、マーケットライフサイクルの加
速化（短ライフサイクル化）に対応できていない日本企
業が多く見受けられます。特にデジタル活用イメージの

不足により、｢アイディエーション｣に多くの課題を抱え
ています。

全体ロードマップ（新規事業に関わるライフサイクル）

デジタルを活用した新規事業創出は下図の3つのフェーズ
で構成され、KPMGは推進サポートとしての役割を担い
ます。フェーズ1では、タスクフォースの組成、市場・
他社動向から抽出したDXエッセンスと企業の強みの掛
け合わせ、新規事業の構想策定を支援します。フェーズ2

では、策定したデジタルを活用した新規事業の企画書

（概要）を基とした提供サービスとしての詳細化・開発、
机上検証、PoC等の実施、上市をサポートします。
フェーズ3では、上市したサービスの機能やチャネルな
どの追加、デジタルを活用した新規事業の拡張を支援し
ていきます。

• マーケットサイクルが早期化している状況に対して｢アイディ
エーション｣のスピード、および新規事業創出のキードライバー
となる｢デジタル｣の視点が追い付いていない

• デジタル化がもたらす影響はさらに加速すると考えられるが、多
くの日本企業の従業員は、デジタルを活用した新規事業がイメー
ジできていない

• デジタル視点を外部に頼ることが続くと、スピード感が落ちるこ
とはもちろん、自社の強みを活かした新規事業が創出できない

課題

解決の方向性

• 新規事業創出の軸足をデジタルに置き、デジタル活用事例に基づ
く｢アイディエーション｣により、新規事業創出の｢デジタル視点｣
を補完し、従業員に｢デジタル活用イメージ｣を想起させ、マー
ケットスピードに対応

• 企業の強み・優位性を理解している従業員による自律的かつ持続
的な新規事業創出が可能な仕組みの構築・定着

デジタルを活用した新規事業の創出・自走化支援

デジタルを活用した新規
事業構想策定・組織組成

フェーズ1：3～4ヵ月
サービス詳細設計と

開発・上市

フェーズ2：数ヵ月～
事業拡張および

事業売却

フェーズ3：数年先～

タスク概要

• デジタルを活用した新規事業
創出タスクフォースの設計・
組成

• DXに係る市場・他社動向の
リサーチおよびエッセンスの
抽出

• 企業の強み・優位性の洗い出
しと、デジタルを活用した新
規事業アイディエーション
（ワークショップ）

• デジタルを活用した新規事業
企画（ビジネスモデルキャン
バス）の策定

• 全体計画・ロードマップの策定
• デジタルを活用した新規事業
のサービス詳細設計（業務・
システム）

• サービス提供に向けた開発・
環境整備（予算申請、契約な
ど）

• 机上検証（ウォークスルー）・
PoCの実施

• 上市のGo/No-Go基準策定・
判断

• 全体計画・ロードマップの更新
• デジタルを活用した新規事業
のサービス拡大・拡張の詳細
設計（業務・システム要件・
機能の追加）

• Exitプランの策定・実行（事業
売却など）

• デジタルを活用した新規事業
の立上げに向けたナレッジ・
ノウハウの蓄積

1.  アイディエー
ション

3.  サービス開発

新規事業創出
アプローチ
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フェーズ1：デジタルを活用した新規事業の構想策定・組織組成推進アプローチ

ステップ1として、組織内の幅広い人材を集め、デジタ
ルを活用した新規事業創出タスクフォースを組成します。
次にステップ2では、異業種も含めたDX事例を収集し、
抽象化してDXエッセンスを抽出します。そしてそれら

を企業の強みと掛け合わせ、ワークショップにてデジタ
ルを活用した新規事業アイディエーションを実施します。
最後に、ステップ3でアイデアをビジネスモデルキャン
バスに具現化・明文化し、経営層に合意を図ります。

フェーズ1：想定スケジュール（デジタルを活用した新規事業の構想策定・組織組成）

フェーズ1では、上記3つのステップをそれぞれ4週間、8週間、4週間で想定し、
計4ヵ月をかけてアイデアを形にしていきます。

ステップ1

タスクフォースの役割定義・組織設計

人材要件の定義

人材獲得アプローチの設計

ステップ2

他社DX事例・市場ニーズ調査

事例・ニーズに基づくDXエッセンス抽出

企業の強み・優位性分析

新規事業アイデア創出

新規事業アイデア評価・絞込

ビジネスモデルキャンバス要素検討

経営層への上申

経営層からの指摘内容の反映

フェーズ1：
新規事業の構想策定・組織組成
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ステップ3

フェーズ1：デジタルを活用した新規事業の構想策定・組織組成

ステップ1

デジタルを活用した
新規事業の創出タスク

フォースの組成

幅広い役職の各事業
部門の有識者を募り、
専門家集団を組成する

デジタルを活用した新規事業
アイディエーション

市場・他社動向からDXのエッセンス
を抽出し、企業の強みと掛け合わせ、
デジタルを活用した新規事業の
アイデアを芽吹かせる

デジタルを活用した新規事業企画書
（ビジネスモデルキャンバス）の策定

アイデアを企画書に明文化し、
経営層の合意を図る

ステップ2 ステップ3




